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Development of A Life Support System for The Elderly Living Alone in District Area
using Multi-Sensor Fusion
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	１．まえがき
	我が国は、65歳以上の高齢者人口が全体の26.7％を越えた超高齢社会であり、さらに2035年には3人に1人が65歳以上の高齢者になることが予想されている。近年、1人暮らしの老人宅において孤独死した後、何日も放置されている報道が多く聞かれる。この様な実態は、安心・安全の社会構築を基本とする我が国においては、早急に解決しなければならない社会問題と考える。また、老人介護施設等においては、少ない介護者が多数の入居者の面倒を見るため、就寝中や仮眠中の被介護者の生活管理が手薄になる。そのため、離床時の転落防止...
	研究目標として以下に示す項目を検討し実施した。
	(1)地域の安全・安心のためのQOLを重視した複合センサシステムの構築を実施した。
	(2)各種センサの小電力化と小型化および無線によるセンサネットワークの構築を実施した。
	(3)簡易型宅内見守りロボット MaMoRu-Kun のシステム構築を実施した。
	２．研究開発内容及び成果
	要介護者（高齢者）の生活状態をセンサ情報から判断し、
	異常を自律的に検知する宅内見守りロボット MaMoRu-Kun を設計開発した。この宅内見守りロボットは、観測項目として (1) 就寝・起床の別、(2) 在宅・外出の別、(3) テレビ・エアコンなどの操作・使用状況、(4) 宅内で移動している頻度、(5) 寝たきり状態で無いことの確認、(6) 緊急通報の有無 を設定し、見守り対象者の宅内に設置された各種の複合センサと連携して動作する通信機能が組込まれたシステムである。機能としては、各種複合センサ（物理スイッチ、赤外線動体センサ、リモコンセンサ、RF...
	図1 複合型スマート生体センサと高齢者見守りシステム
	図2　可視化されたモニタリングデータ
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
	今後の課題として、システム全体の安定稼働や不具合発生時の迅速な対応について検討しなければならい。また、プライバシーを侵害しない範囲で、生活行動パターンの識別対象数を増やしたいと考えている。特に枕センサを使った緊急通報に関しては、新機能としての実装状態による検証を目指したい。さらに、少子高齢者社会における高齢者の見守りのために本研究の成果を活用したシステムを用いて、今後、共同研究を実施する大手企業と協力して実用化の拡大に結びつけて行くため努力したいと思う。これらの成果が、地域の高齢者見守りに利用され...
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